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保育園で起きた危機事案について 

 

１ 概 要 

令和５年５月 19日（金）午前９時 35分頃、羽衣保育園において、屋上での活動後に、

５歳児１名が約 10分の間、一人で取り残される事案が発生しました。 

 

２ 経 過  

・ 幼児クラス担任保育士１名が、２クラスの５歳児７名を連れて屋上に上がり、プ

ランターの野菜の水やり当番の作業を実施。 

・ 作業が終わり、子どもたちが整列し、順次屋内に入っていく際、出入り口の扉を

止めているフックを外すために、僅かの間、保育士が扉の後ろに回った隙に、１

名が列から離れ、死角に入ってしまい、そのまま屋上へ取り残される。 

・ 約 10 分後、屋上から助けを求める声を聞いた、別の園児の保護者が屋上へ上が

り、子どもを発見。同時に、別のクラスの担任保育士が屋上へ上がり、保護者と

合流して子どもを引き取り。 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年６月１６日 

厚生産業委員会 報告資料 20 

子ども家庭部 保育課 

子どもたちが順次入室していく中、扉を止めている

フックを外すため扉の後ろに回った際、子どもたち

から目線を外してしまった。 

保育士がフックを外している間に、階段室の

死角に入ってしまったと考えられる。 
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３ 原 因  

屋上での活動の際の安全対策や手順が定められておらず、不徹底であった。 

・ 保育士がフックを外す際などに、児童から目が離れることのないような手順を定

めていなかった。 

・ 人数確認を行うべきタイミングを明確に定めておらず、複数回の機会を逸した。 

・ 園舎内でのリスクを想定した日頃からの意識付けや対策が、屋外活動時の想定と

比較し不十分であった。 

 

４ 対 応 

 ①当該児童及び保護者へのケア 

   臨床心理士からのアドバイスを受けながら、児童及び保護者へのケアを、継続し

て実施中。 

 ②保護者全体への対応 

   ５月 19日（金） 第１報を配信。経緯、原因、対策の概要を説明。 

  ６月 １日（木） 第２報を配信。経緯、原因、対策の詳細を説明。 

   ６月 ６日（火） 保護者説明会を開催。（参加者：21名） 

   ６月 ９日（金） 保護者説明会での質疑内容、ご意見等を全保護者へ配信。 

   今後の対策の実施状況や振り返り等について、引き続き報告・情報提供していく。 

 ③他施設への共有 

   市内の保育施設や幼稚園等へ、事案について情報共有し、注意喚起。 

 

５ 再発防止策 

＜すでに実施済みの事項＞ 

○屋上での活動時の手順の見直し 

・人数確認の場所、タイミングの明確化 

  ・複数職員での引率のルール化 

   ・園事務室との連携、情報共有の徹底 

 ○園内研修による職員への対策、意識付けの周知 

 

＜改修工事に合わせ、対応を検討していく事項＞ 

○屋上への防犯カメラ・ブザー等の設置 

○屋上扉の止め方の見直し 

○屋上出入り口横の死角の解消 

 

 

 


